
芦生天然林におけるスギ当年生

稚樹の個体群動態

1-1-1 恭之・五;):1:

The population dynamics of Sugi seedlings 

in the natural forest in Ashu 

Yasuyuki MUROYAMA， Shigenobu T AMAI 

要旨

95 

当主~生スギ椴樹の似体辞動態lζ~する研究を天然林において行った。林内と林外l乙 b潤撤去IZ

とj奴処JIl!I京:Ie設定し，スギ鶴子を人工嬬閣し，発生した椛樹の発育段階と死亡袈悶制限体遺跡訟

を用いて調査した。椴;樹は全試j段隠でほぼ!抑制部乙発主主主主開始した。発主主取は，ぎな鵠験院で{誌か

ったが，林内より林外のほうが，また IJ照射器1ゴミしたほうが高かった。林内においては発投開始

砥後の死亡率が非常に潟く，ほとんどの偶休が子諜段階で死亡した。林外においても発生開始商

後の死亡取がi渇く，その後 8J'Jの乾燥j現にも死亡本が潟くなった。死亡袈憶として，食諜，乾燥

・割響.消失がみられた。消失の!謀関として食志野と静水による流失が考えられた。消失

~合めた食擦は，会試験区で長期にわたって発生し，林内誌の死亡王者 Ié轄しく硲めていた。また

食容は，子葉段!綾iζ特異的lζ発控していると思われ，地球条件による裁は小さかった。乾燥捧は

林外i涯に多く，長期間l除問がないHお拐に低い発背段階から発注した。 L閥!徐去によって，乾燥擦

の発生は減少した。

緒

楠物鮮落の{間体蝉動躍は，轍物社会の構造や機構などを鴎解するために解明されるべき抵嬰な

テーマの一つである。森林郁12成している楠物群落の状態は，以前から，槌控や現評議を制べる

ことによって分析されてきた。しかし，椴物併落は時間とともにその状識を変化させていくため，

楠物間帯の続時的な側磁を把援するには，植物群落がもっている時間的袈悶を考織したi調査方法

ぞ用いなければならない。木本鮮部においては，イ閥休の出現から控奨・枯死までIe追跡すること

は長期の調査を必袈とし，非常に困難であるため，経時的な個体Ufの動態の研究は少ない。樹木

の更新において援と考えられている粧樹段階1)での個体群動殺さえ， とノキ2，3.引やスギ及ぴ広

漉樹4，5)などで行われてはいるが，天然林下で:盟関の解明が充分になされた研究は数少ない。

以上のことから，天然林において当年生椴樹の{間体群動態ぞ扱った研究が必袈と感じ，京都大

学持主主天然林においてイ肉体;追跡法によって締査を行った。

本研究は，異なる環境条判~T- IC.発生したスギの当年生樵樹の括主主，発育，死亡を総べ，ぞれら
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に関わる袈!現(主として死亡袈悶)をあきらかにすることを目的とした。し!爵の主r:1:E1立，士山床の

水分条件や椴樹の根系の苑速に大きく路鱒する ζ とが知られている。そこで，呉なる環境条件と

して，林内と林外それぞれに， L]間除去と地床無処親のニ条件を設定した。スギは調設地におい

て調3霊前年iζ綴端lζ不作で，鶴子供給がほとんどないことが予鶴おれたため，人工探駆とした。

おわりに，締査に!摂してご協力wtいた京都大学]町長演野林の待機，森林住態学研究識の諸氏に

深く感謝する。

調査地の概要及び調査方法

1.綿資池のj既製

木研究は京都府北桑田郡柴山u汀にある京都大学演習林で行った。演習林の問林班内の文尾根の

北西向き斜剖に翻:m:地を設定した。調査上自の概商は 760m，地質は秩父古強調の Bd型である。

締査地より約 4km離れた京都大学芦強鵠習林事務所(探潟 360m) における年平均降水散は2495

mm，年平均気温は13.O"Cであり，冬期降水裁の多い日本海現気{誌の冷翻桜林lζ絡する 7，8)。

調主築地役近の植生は，潟水j爵は斜;日上部ではスギが催出し，斜TIíîr/'t背I~から下ttiíIζかけてはスギ

が減少し，マルパマンサク・ハクウンボク・カナクギノキ・クロモジ等がみられる。一方低水潤

は，斜商上部には，イヌツゲ・ウスギヨウラクが多く，下部にいくに従って，ウスギヨウラクが

少なくなり，コアジサイ・クロモジ・ヤマアジサイ等が多くなる。

2.調査方法

制査地内に林内試験区(以下;体内i哀)と林外試験j玄(以下林外広)を設けた。林内況は林内斜

商上部に設け，林外iまは林内限付近の伐採地lζ設けた(林外iまは試験ぽ設定時lζ，付近のh首位を

除去した)。それぞれの試験ぼに 1mX1mのコドラート争各10側設け，条々の半数(お 51mD

のコドラートの 1..1艇を除去し，地床処盟l笈(以下処班lC幻とした。 L}闘を除去しなかったコドラ

ートぞ対照ほとした。林外誌では鉱物質土鍛が処期限で館出し，対照区でも L貯jの椛棋が少なく

不均一のため，一部露出していた。

各翻査iまにおけるよ腕10cmまでの平均点縫合水準は，林内院で55.3%，林外誌で38.8%であっ

た。また， 林内誌のAo踏の序さの平均は 5.1cmであった。平均キEI対!限度は 5月24日 7月26

日， 10月 2E1のヨ隠1，各コドラート停に地際からさ在天空培其撮影を行い， Andersoおの の方法に

準じて求めた {i直径平均した。各コドラートの平均栴対n~皮は，林内処盟区で 9.6 吋 14.096，林内

対l{君臨で 10.1ω16.5%，林外処明!笈で40.9-51. 6%.林外対照i認で38.2叩 46.0%であった。

1984年 5月四日 lζ， 1 niの大きさの各コドラートに3000粒のスギの充実稲子(l982~向野生陸)

を播醸した。追跡調ままは 8月米まで約 71:11海i闘で，その後10月四日の調査終了時まで約141:1ff&l 

l絡で行った。各競3堅持において，発投したイ肉体を織JJUし，住宅子イ間体については発脊段摘を，死亡

イ悶休については死亡嬰i還を記録した。調主主lこ使用したスギ郁子の発覚:試験における発31率は11.7 

.%で、 3000粒~たりの平均駕幾は 8.06 g (擦準倒控， 0.363)であった。 なおj誌によるスギ積子

の郎1立を防ぐため，各試験区lζ関鳥網毛色投挺した。

2当年佳央:i:l:::倒休の発腎設階は 1.:子諜巻展開していない段i札 2 ::子濃毎展開した段階 3

3輪主主躍を鹿間中の段階 4 次の輪生誕または友生誕を股閲Ff'の段階， 5: ifc:誕を10枚以上

j良閉した段i竣，の 5段階としたo 9Et:袈悶については，死亡するまでの経過や遺体の状態により

次のように同定した。 く食替>子撰・本誕・ j距軸などに食主撃をうけて死亡ごした側{~ら または食

をうけた]直後に死亡しなくても，それが服悶で死亡したと忠われる慨体。 くjj吃燥鴇>林内iま

では，識や!話料iがつやを失い，務縮した状鰻の倒休。林外IZでは裂や服il41iが茶褐訟になり，水分
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が欠乏した状態の側体。 ぐ的諮・腕替>全体が白色あるいは黒色に変色したイ1，司休。;焼やj毘i!qlJの

一部が鳴って死亡した{断水。 r;ffi糸の摺丑さした{同体。 く物理的袈悶・その他>落枝やゴコなどによ

り損臨したり服役したりして死亡した{肉体。遺体があっても死亡袈悶が悶定できなかった個体。

く消失・米間定>遺体がなく，以前に他の袈悶が関係していた ζ とが確認できなかったため，

死亡袈悶を同定できなかった側休。

と考察結果

央伎の発~t::

各試験ぼにおける累積発E台数・累積死亡数.得{fil]i体数の挽移ぞ!罰 la-ldlζ示した。発生

lま各試験ほとも 6月下旬l乙始まり 7月下旬から 8月j二旬までにほぼ終了した。 7月上旬から中

旬にかけて，会試験阪で発生数が怠，¥1脅した。宗寺鵠験区間で発生過程在比較すると，発強の集中し

た|時期とその度合については林内i哀・林外区間で大きな設がなかったが，林外誌の方が少し発生

のピークが弔く，長期間続いた。処理底・対照i玄関では，発信主義中の時期や度合にほとんど擦は

見られなかったが，処溺lIxでは発生j諮問のi浦半に発生数が多く，対照誌では後半lζ多かった。

発生過程iこは水分条件と稲J支条件が絡警察する。スギの組子は殻{底8-D ocで発芽し，最適蹴皮

は200Cで向織になるほど発部が早くなる 10}。j寄稿n寺の調査誌の気蹴は発芽lζ必袈な視度条件号

満たしており，その後も!二子11 を続けていることから，おi皮条件は調査期間中つねに部~t，こ怠れてい

たと考えてよい。一方. f係溺による水分の供給は部結後 5月末までなく，その後 6月下旬に火

散の降雨があった(闘-2)。発生が 6月下旬i乙始まり 7月1::旬・下旬lζ急瑚したことからみて，
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Table 1 Numbel' or cmergen官官， emergence rate and 
mortality of eurren t sω【ilings.(土S.D.)

Number of Emerge11GG Mortality 
Plot BIR(/tr5ZIrGfH) ee rate{%) 

(%) 

Und号rcanopy 

Trcatment 41 0.27土0.063 95.1 J~叫EContl'ol 24 0.16土0.096 100 

upen 

Treatment 178 1.19会0.233 62.4 
Tlmeimonthl 

Contl'ol 80 0.53土0.309 72.5 
Figul'e 2. Air・tempel'utul'cand r乱infall

during the growing seaSOJJ. 

本研究では，水分条件が発生母抑制していたと考えるo

各試験区間で発強過程に!羽目控な授が現れなかった原!混としては 5月下旬から発生する天然ス

ギに対し播随時期が濃く，その結果，発住時期が天然ス::r;'!ζ比べ避れ，各試験際問の環境条件の

設が大きく絡部しなかった ζ とが考えられる。発生j弱rl~の長さは天然スギと i司じく 6 7週間的

であった。

各試験iまの発主主if，{及び死亡務争議 1!ζ訴した。ぞき試験隠の発生率は.発芽鼠験における発芽務

の10分の 1から70分の 1であった。各誠磁区を上b較すると，林内fZ:より林外ほの方が，また対照

[笈より処現区の方が発生主将がi奇かった。各試験i玄113でのコドラートの聞の発生本のばらつきは，

林内区・林外区とも対照!まで大きかった。

野外における種子の発穿率は，発芽実験での備に比べかなり小浅い11)ことが知られているが，

その理由として，穂子の流失・捕食，発芽条件の不足およびそれによる死亡，発生相体のヨ!と確認
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のままの死亡等が考えられる。本のf犯では嬬艇の 11寺 j剖が天然ス.:\~'誠子の発生開始時期より巡かっ

たことが発生取に影縛した可能性もある。

谷試験区間にみられる発生本のは，林外践では1ffi子の流失， ilii織のfe;I(6t'VI:が向く，林jJ31まで
は事!il誌の可能性が高い12)ことがそれぞれ路線していると3考える。特!こ材;内13:の発ネカワ1:'l1l;iζ{，[

かった朗自として，捕食が集中的{ζ趨ζ ったことが考えられる。また対照誌で智子発生率がほい

のは， LJ閣の?字詰によって，処班援に比べ発2:可能な;場所が限定される 13)ためであろう。また，

対!被l或においてコドラート閥の発生数のばらつきが大きいのは， Lhまjの分布にばらつきがあるた

めと考-えられる。

2 史民の発育

林内ぽでは第 3段階以降へ進んだ倒休は1{間体のみであり，対照自・処朗氏|苅の設はゆj椛では

なかった。一方林外iまでは，調主計終了時にはlまとんどの個体が1tfJr，段階まで進んでおり 7月12

EI以降，処理誌に比べ対照iまには眠い発育段階が多かったがF ほほ問時期liこ子議段階の{洲本がな

くなり，発育段階構成にも大きな設がなかった。発背段階は10月以降滋まなかった。

林内ほと:体外ぽで発腎速度を比較すると，林内i去の側休は第 3段階まで進:むのに，林外ほの約

2僚の期間4E必裂とした。また，発強確認から部 3段階まで進u'のに林外rz;では 2迎|苅かかった

が，林内ぼ吃?発生した似体のうち 2週間以内lζ死亡した掛体は処迎11まで76%，対照13:で92%であ

った。従って，林内iまでは発育迷皮がj器く，発育段階が2住むi1iJ1ζ{I川本が次々と死亡したため，

い発予手段階の{肉体が現れなかったと考えられるo

3 史の死亡

1 )死亡過私!

タちとは全試験13:で発跡的立後にM:nJ:.り 8月中旬から 9月J:1'IJまでにほぼ終了した(関 1a 

1 d)。名競験区間で死亡::i品胞を上U践すると，林内院では，処理法・対J¥況はとも死亡開始H寺か

ら7月j二イりまでの死亡捌体数は少なく 7月中旬から下旬にかけて急増した。林外慌では処到!lま

・対照院でがあり，処Jif1r笈では 7月上旬から 8月中旬まで 8月15日を!徐きほほ一定の死亡例体

数があったのに対し，対照IZ.では死亡I~似合Il寺から 8 月 15EI まで徐々に死亡例休数が増加した後急

減した。

以上のような死亡i品約!と前述の発佐過艇との関連から，生?学術{本数の劫き CI湖la-ld) を

みると，林内!玄では，処主nぽ・対照ほとも発生の集中1l~;J切に少しj握れて死亡が集中して起こって

いるため，投下主{似体数!式発生開始後急増しその後j急減するというパターンぞ示した。林外処部iま

で1ま，死亡が発生の捺中rr寺j自に関係なくこっているため， ':1:'.1字個体数の推移は急増後，緩やか

に減少した。林外対照阪では拍子予似体数の変化は処即ほとほぼ間様であったが， ピーク後死亡fllil

体数が急明したため，主住者子ff<fil併に数の滅少がやや訟であった。本研究で見られたこれらの':Ei学制体

数の変動ノfターンは，従来天熱スギ~I 年~!:'.

椴拐で報告されている 516>ものと同様であ

っfこ。

各試験i玄における発育段階別死亡事会談

21ζ示し1二。

林内 i京では，子Xl~段階の死亡率が処期限

・対照区とも非常に向く，死亡似体のほと

んどが乎撰段i狩だった。一方林外jまでも，

子葉段階の死L'l釈が茸~3 段階以降!こ述べ高

かった。林外処理iまでは第 3段階以降，発

T乱blc2 iVlortality of CUl'l'cnt seedlings in 
each gl'owing stage(%). 

Growing Under cal!.opy Open 
stage 'l'reatment Control 'l'reatmimt Control 

1. 88.9 85.7 2，'3.7 61.5 

2. 90.9 100 27.6 38.3 

3. 50.0 16.4 25.5 

1. 0.0 19.2 27.8 

5. 0.0 21.4 19.2 



I~定性が~ljいといえる。

2 )死亡製悶

各;鵠験|笈における死亡喪悶別死亡率を ~I

3 Iζ示した。

林内処斑区では消失・米間定が最も多く

50%以上告子治し，ついで食擦が多かった。

林内対!被阪では食鴇が散も多く約50%で，

消失も約40%をおした。林内慌では処灘区

.対照lまとも乾燥機による死亡は少なく，

菌鴇や物磁的要!濁による死亡はなかった。

林外iまでは処理院対照ぼとも食容が約30%

を示し，ついで1記:燥密，消失とつづいた。林外処盟院ではi務課による死亡もあった。林外庶でも

物関的喪悶による死亡はなかった。林内陸では林外尽に比べて消失による死亡が多く，乾燥警に

よる死亡が少なかった。また林内j笈・林外ほとも，処理区に比べ対照底で乾燥替が多かった。

当年住椴艇の死亡要閣として，動物(鳥.げつ鴎類，路虫)による食詩，水分の欠乏による乾

燥努.機械的陣容， f:調帯(ダンピングオフ)，潟蹴による熱陣鴇，光不足などが考えられている九

木綿蕊で確認したのは，食持.乾燥鴇， i:ゑi鴇， 1!1l1体の消失であった。

消失による死亡は大きな割合をcIめており，その関向は林内院で顕蒋であった。鴇失の原因と

しては， I経水による流うたと食鴇が考えられる。降水による流失は， ヒノキでは有機物の比較的少

ない急傾斜地に発生する 15)と震われており，本研究でも林外処磁!まで， f時間降水裁もしくは総i鈴

水盤の多い時期に発生している可能性があった。一方，側体全体が捕食され2) たり，ヒノキで9:11

られているように服l!q!t;:]?初断されて遺体が急減に萎縮・分解したりすることによって，消失がお

とった2)可能撚もあった。食詩による消失は会鼠験院で起こったと考えられる。

食!諮;立会談験誌で発生し， ヒノキで報告されているように林内iまで多い4.丸山ということはな

かった。しかし前述の消失毎食議と仮定すると，食擦が林内i去の死亡事委奇襲:しく i弱めているとい

える。それに比べ林外区では，消失守合めた食擦による死亡取が林内!まほどi渇くなく，これが林

内陸と林外i玄の全体の死亡率の議の康問となっている。

乾燥警は，光条件の迷いによるi附乱土i袋.Aos悶の水分欠乏， 根系の発述 J出B!ミ条件の違い

による災住の根系付近の水分条件の安定性などに影響される。 j限度が潟いと根系が発述する 18)反

日ii.ごと鴎水分の欠乏による死亡の可能J院がi渇くなる 19)とれている。また， 1出j未知践を行うと

恨系付近の水分条件が安定し，多間，乾燥に対し掠抗力が増す18)ことも報 dれている。林内区

では根系の発逃が思く，線系付近の水分条件も，有機密土識が館!上1している林外i去に比べ不安定

だと考えられるが，日!照による乾燥の危険性が小さく，また降rlliが多い時iこ生存個体数が多かっ

たため，死亡率が低かったと考える。一方林外区では，制系の発迷が良く，水分条件が安定して

いる皮ITií，長JUlにわたって降雨が1!l~い場合，土壊水分の欠乏が組こりやすく，災際にその様な状
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育段階が近itrlζつれて死亡事の増加関向が

あったが，林外対照iまでは減少傾向があっ

た。死亡{悶休の半数が子第段持者であった。

実般の発生初JUjの死亡~~が高い ζ とはヒ

ノキで知られている丸山が， 本研究で、も闘

機の傾向がみられた。発生から本JJO1展開ま

での時期は，実生にとって非常に死亡の拍
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況が発抜して死亡率が向くなったと思われる。また，対照|廷で才!i守二死亡取が高いのは， LI詩J::Iこ

発住した楠体がより乾燥に敏感だったためと考える。

ぞきi試験ほの死亡接関別死亡過1認可世間 1a-d 1ζ京した。

食容による死亡!ま，林内対照1ZiJ?撚き，実生の発生開始I筑後の 6月下旬から起こり 8月中勾

から百月下旬までに終了した。林内対照|玄では 7月中旬lζ発生しはじめ，下旬から 8月上旬まで

集1=I:t的iこ発殺した。

乾燥三容による死亡は，林内!までは 7月下旬から 8月上旬にかけて発生した。林外!までは 7月上

旬に少し発往し，処理院では 8月上旬から下旬にかけて急閣し 9月上旬に発生しなくなったが，

対!被IZでは処理IZより少し早く， 7)ヲオミから 8月上旬にかけて急増し，下旬に発生しなくなった。

- 出は 9月下旬i乙林外処閣|笈で発生した。

消失は，林内処理i玄では 7 月中旬から 8 月中旬まで急増レた後発生しなくなり，林内対ll~irまで

は7月上旬に発生し，中旬応急増して，発生しなくなった。林外処加ぽでは 7月上旬iこ急i脅した

後少しずつ括主主し 8月下旬からほとんど発往しなくなった。林外対熊ぽでは 6月下旬から 7月

中旬まであまり発生せず，その後惣増し 8月下旬以降は発生しなくなった。

と乾燥替についてその発生時期を名誠験|玄関で比較する。食容は発/:主開始から 8月中旬・

下旬まで長期!開発生し，集中する時期が試験i玄関であまり一致しなかった。それに対し，乾燥替

は，林内陸では 8月上却に，林外区では 8月15臼前後lこ発生が集中している。特に処:DJUまでは 8

月と旬[こはほとんど発生していないが，対照iまでは 8月上旬から徐々に増加していた。乾燥詳の

発症は 7月下旬から 8月中旬にかけて降雨が1Mかった ζ とに対応しているとfi!.lう。これらの

張関が全体の托亡率に及ぼした路線につ

いて考える。

i鶏4fζ治したように食容による期拘死

亡率の綴!時変化は，林!司法では一定の傾

向は見られないが. i体外阪では発投後

く 7月上旬までの全体の期間%L
本の経時変イむと劉イ以していた。乾燥容に

よる死亡率の維持変イむをみると 8月lζ

非常に・硲くなり，林外i乏ではさな体のj弱fI!日

9E亡率lこ大きく静物jしていた。したがっ

て，食苦手は 7月上旬までの死亡本に，乾

燥簿は 8)ヲの死亡主将に大きく路線してい

たと替える。ただし林内 I~互に関しでは側

休数が少ないため不明であった。

名死亡袈照ととの発育段階別死亡i則合

冶袋 31乙，発育段構ごとの死亡袈悶死亡

11iU合をi玄151ζ示す。

**内i廷ではほとんどの例休が第 2段階

までしか長していないため，発育段1~~1

と死亡嬰閣の関係は不明だが，発背段階

が進U'I乙つれて消失が減少し，食怒が地

加する傾向があった。 iオ:外阪で1式発育段

階が進むにつれて消失が減少し，乾燥持

可omLふ

1 P LA 
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Figurc 4欄 Transitorychal1ges of mor官tality for each 

mOl'tality factor of CUrl'Cl1t seedlil1gs. 
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Table 3 Mortality rates of each growing stage 

caused hy each mortali ty Iactor of 
。Ul'・rents邑cdlings(%) • 

Growing Under canopy Opcn 
stage 'l'reatment Co羽trol Trcatment Control 

Predation 

1. 8.3 16.7 8.0 9.5 

2. 91. 7 83.:) 50.0 33.3 

0.0 0.0 18.0 33.3 

4. 0.0 0.0 11.0 14.3 

5. 0.0 0.0 10.0 9.5 

Drou官ht

1‘ 0.0 33.3 3.1 0.0 

2. 66.7 66.7 12.5 36.8 

3. 33.3 0.0 12.5 15.8 

1. 0.0 0.0 :31.3 :31.6 

5. 0.0 0.0 40.6 15.8 

Diseasc 

0.0 

2. 0.0 

3. 0.0 

4. 100 

5. 0.0 

Unknown eause 

1. 29.2 33.3 14.3 33.3 

2. 70.8 66.7 53.6 50.0 

3. 0.0 0.0 21.4 11.1 

4. 0.0 0.0 10.7 5.6 

5. 0.0 0.0 0.0 0.0 

Und9t t'.An白NJ T帥'，~岨附

に氾
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Growing sta.ge 
麟 Dis時間関Dr.ωght口Lhknown

r<'igure 5. Mortality rates or each growing stage 
for eU1'1'cn t seedli n gs. 

が増加する{傾向があった。食認は，処盟

iまでは鍛 2段階会ピークとして減少する

傾向があったが，対照院では間様な{閥均

はなかった。

死亡張関別にみると，林内iまでは錨 2

段階にすべての死亡要問が~中した。 j支

る病体は，林外処理i笈では，

子誕段階lζ多く，発育段階がj立むにつれ

て減少する傾向!とあり，林外対j股iまでは，

筋 2・節 8段階の個体が最も多く，発腎

段階の進んだ個体は少なかった。乾燥替

は，林外処11f1lまでは第4・節 5段摺lと操

r:1~ しており，林外対関阪では館 2 ・欝 4

段~僚に多かった。消失は，会試験誌で他

の死亡・製閣に比べ第 1段階の死亡が多く，

林外i認では第 2段階の死亡が多かった。

また，発育段階の潜んだ個体は，非常に

少なかっTこ。

次iこ，托亡I!寺j明と発育段階との関連か

ら食容と乾燥容について考撰する。前項

で食容の発住ll~fJ認について述べたが，食

林外i哀では，第 3段階が出現しは

じめてから大半の倒休が第4段階以上に

なったfI寺WJfこ多く発生していることから，

f氏い発育段階に特典的に発生していると

いえる。この傾向は会i執験慌でみられ，

林内院において，特!と顕袈であった。…

方乾燥擦は，林外lまでは商い発背段階!ζ

多く，その傾向は処理jまで馨しかった。

レかし，乾燐持が集中的Jζ発生したi時期

には，死亡は， {，底い発育段階の個体から

起こり，徐々にい発育投階の{Iiii体が死

亡し，この傾向は対照誌で顕著だった。

以 i二のことから，乾煉努は長期間のi乾燥

によって発援し，発育段慨に特異的では

ないが，史探の苅亡は，初期の発脊段階

の水分条件の不安定なイ肉体から組ζ ると

し、える。
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Resume 

The popula.tion dyn乱micsof currcnt seedlins's of Cl'yptomeria japo況2C品 D.Don wa.s 

investis'a.ted in a. lla.tural fOl'est. The plots were 111乱dc011 diffcrent floor cOllditions. The 

growins' sta.ges and 1l10rtality factors of the seedlings plant邑dartifieia11y on thc floor wer・2

studied by marking' method. 

The time of the emergene日 ofseedlings was almost s乱mo among a11 floor conditions. 

The emergence rates were low in a11 plots， and the one undel' canopy was lower than open 

a1'ea and the l'ate on the floor not removcd L layel' was lower than that 011 the 1'emovec1 

floor. 

Dnder canopy just品fterell1e1'gellce of seec1lillgs， thc lllortality was vel'y high and almost 

seec1lings were dead at the initial growing' stage in the forcst. 1n open a1'ea， the lllo1'tality 

was highcr just after emergellcc乱llUin Augu日t，01' c1ry season. Mortalitics of seedlings w巴1'0

caused by anill1al predatiol1， c1rought， dis担aseal1c1 c1isappearence. 

Most of c1isappearence of seedlings might be caused by anilllal predation al1djor washing 

out by rain water. Anilllal predation containing disappe1'aence occu1'ed in all plots fol' a long 
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periods. It l11ade the l110rtality of seedlings under canopy very high. Mortality frolll anil11al 

predation was specifi邑 tothe initial growing stag、eof seedlings in all plots. The l110rtality 

frolll drough t was higher in open area than undel' canopy， and occul'ed at the first in initial 

growing stage at the period which had no l'ain fol' many days， and then gradually in more 
advanced stages. Mortality frol11 drought decreased by the remval of L layer. 




